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不確定性原理や量子重ね合わせ、量子もつれなど、量子の特徴的な性質を利用する量子技術が

注目[1]されている。なかでも光子は、室温で重ね合わせ状態を維持し、また長距離伝送できるこ

とから量子暗号や光量子センシングへの応用が注目されている。その中で、光子を一つずつ発生

する単一光子源[2]は、鍵となる素子である。六方晶窒化ホウ素(hBN)欠陥中心は、近年、良質な

単一光子源として注目されている。hBN は光学的に安定であり、また室温で非常に明るい、すな

わち単一欠陥からの単一光子の放出レートが大きい。さらに、多層 hBN の欠陥中心からは、細い

線幅での単一光子の放出が観測されている。また、ナノフレーク状 hBN の欠陥中心は、他のナノ

フォトニクス構造体との融合に適している。 

 我々はこれまでに、多層 hBN 欠陥中心の２光子励起[3]を実現したほか、励起光にベクトルビー

ムを用いることで、hBN 単一欠陥中心の双極子方向を 3 次元的に特定することに成功している[4]。

また、hBN 欠陥中心から放出される光子を効率的にシングルモード光ファイバに結合させること

を目的として、光ファイバの一部を、その直径が数百ナノメートルになるまで延伸させたナノ光

ファイバとの結合[5]に成功した。さらに、ナノ光ファイバの一部に、集束イオンビームで共振器

構造を作成したナノ光ファイバブラッグ共振器(NFBC)との結合にも成功している[6]。講演では、

これらの研究を中心に、hBN 欠陥中心の単一光子源としての魅力について紹介する。 
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